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五
月
二
十
五
日
、
黒
部
市
立
前
沢
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
於
い
て
令
和
三

年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
は
、
中
谷
理
事
長
と
役
員

の
み
の
出
席
と
し
、
議
決
権
行
使
書

の
提
出
者
を
含
め
、
有
効
出
席
者
数

二
百
三
名
に
よ
り
令
和
三
年
度
定
時
総

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
に
若
栗
地
区
の
村
瀬
精
三
さ
ん

を
選
出
し
、
長
谷
川
貴
恭
監
事
の
監
査

報
告
に
続
い
て
議
事
に
入
り
、
配
布
し

ま
し
た
議
案
書
の
と
お
り
四
件
の
議
案

に
つ
い
て
協
議
し
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
令
和
三
年
三
月
二
十
二
日
に

第
六
回
理
事
（
役
員
）
会
を
開
催
し
承

認
さ
れ
た
令
和
三
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
な
ど
報
告
事
項
三
件
を
報
告
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
は
五
月

二
十
五
日
か
ら
は
、
市
内
の
協
力
医
療

機
関
で
個
別
接
種
も
開
始
さ
れ
る
な
ど

明
る
い
兆
し
も
見
え
始
め
て
お
り
ま

す
。
と
も
あ
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念

「
自
主
・
自
立　

共
働
・
共
助
」
を
は

ば
か
る
こ
と
な
く
『
正
々
堂
々
』
と
行

う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
切
望
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
実
績
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け
生

産
現
場
等
で
の
停
滞
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

中
止
に
伴
い
、
派
遣
事
業
で
の
契
約
が

大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、
契
約
金
額
等

で
一
割
余
り
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
か
ら
し
ま
す
と
、
支
出
の
内
容

を
見
直
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
十
八
万

円
強
と
わ
ず
か
の
黒
字
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
役
職
員
並
び
に
会

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
運
営
や
創
生
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
誰
も
が
年
齢
に
関
わ
り

な
く
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
の
た
め
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
今
ま
で
以
上
の
ご
協
力
と

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

付
議
議
案
と
報
告
事
項

議
案
第
一
号　
令
和
二
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

　

受
託
件
数
は
、
五
千
二
十
七
件
、
契

約
金
額
九
千
五
百
万
円
と
前
年
度
比

九
六
・
七
％
の
実
績
で
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
は
、
受
注
件

数
四
十
九
件
、
会
員
賃
金
及
び
手
数
料

合
計
は
二
千
八
百
二
十
二
万
円
と
前
年

度
比
七
〇
・
三
％
の
実
績
で
し
た
。

　

受
託
事
業
・
派
遣
事
業
の
合
計
額
で

は
、
一
億
二
千
三
百
二
十
一
万
円
と
対

前
年
度
比
八
九
・
〇
％
の
実
績
で
し
た
。

　

会
員
数
は
、
年
度
当
初
の
二
百
四
十 

九
名
か
ら
、
二
百
五
十
四
名
と
五
名
増

加
し
ま
し
た
。

議
案
第
二
号　
令
和
二
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件

　

経
費
の
節
減
に
努
め
た
結
果
、
収
支

差
額
は
十
八
万
四
千
五
百
十
三
円
の
黒

字
（
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
）
と

な
り
ま
し
た
。

議
案
第
三
号　
役
員
選
任
の
件

　

理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

て
定
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
会
員
互
助
会
の
総
会
を

開
催
し
、
四
件
の
議
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶�

理
事
長
　
中
谷
　
三
嗣

　

今
回
は
、
依

然
と
し
て
続
く

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
定
時
総
会

に
参
加
す
る
会

員
の
安
全
と
安

心
を
最
優
先
に

検
討
を
重
ね
、
役
員
の
み
を
出
席
と

し
、「
書
面
議
決
」
に
よ
り
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
定
時
総
会

は
、
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
し
、

会
員
の
意
思
が
直
接
反
映
さ
れ
る
最
も

重
要
な
会
議
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
、
現
在
も

ま
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
五
月
十
一

日
よ
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
市
内
五
カ
所
の
会
場
で
の

令
和
三
年
度
　

令
和
三
年
度
　
定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催
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新
役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

�

（
敬
称
略
）

●
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
付
け

理
事　

新
任

　

當
田
元
則
（
東
布
施
地
区
）

監
事　

新
任

　

福
澤
祐
子 
（
黒
部
市
福
祉
課
長
）

退
任
役
員
お
疲
れ
様
で
し
た

●
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
付
け

　

平
野
孝
英
監
事（
学
識
経
験
者
）

稲　

澤　

春　

一
（
村　

椿
）

前　

屋　

清　

政
（
東
布
施
）

島　
　
　
　
　

功
（
村　

椿
）  

髙　

村　

里　

美
（
大
布
施
）

囲　
　
　

信　

義
（
石　

田
）

本　

島　
　
　

等
（
村　

椿
）

亀　

谷　

年　

雄
（
生　

地
）

中　

瀬　

て
い
子
（
若　

栗
）

河　

縁　

一　

義
（
宇
奈
月
）

　
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
永
ら
く

就
業
及
び
活
動
さ
れ
て
い
る
次
の

九
名
の
会
員
を
優
良
会
員
と
し
て

表
彰
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

理
事
一
名
、
監
事
一
名
の
辞
任
等
に

伴
い
補
欠
役
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
任
期
：
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
～

令
和
四
年
五
月
）

議
案
第
四
号　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
に
よ
り
、
定
款
で
規
定
す
る
会

員
の
資
格
喪
失
条
項
の
内
「
成
年
被
後

見
人
又
は
被
補
佐
人
と
な
っ
た
と
き
」

に
つ
い
て
は
削
除
し
ま
し
た
。

報
告
第
一
号　
令
和
二
年
度
収
支
補
正

予
算
の
報
告

　

三
月
理
事
会
で
承
認
し
た
令
和
二
年

度
の
補
正
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

報
告
第
二
号　
令
和
三
年
度
事
業
計
画

　

令
和
五
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
期
間

と
す
る
中
期
計
画
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
会
員
の
増
強
、
受
注
拡
大
と
就
業

率
の
向
上
な
ど
の
重
点
項
目
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
社
会
の
発
展
と
就
業
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
努
め
ま
す
。

報
告
第
三
号　
令
和
三
年
度
収
支
予
算

　

令
和
三
年
度
の
事
業
を
計
画
的
に
遂

行
す
る
た
め
の
予
算
を
報
告
し
ま
し

た
。

会
員
互
助
会
総
会

会
員
互
助
会
総
会

　

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
の
定
時
総
会
が
六
月
二
十
二
日
、

富
山
市
の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
に
お

い
て
、
役
員
の
み
の
出
席
で
開
催
さ

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
河
村
幸
子
さ
ん

（
宇
奈
月
）
が
優
良
会
員
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

河
村
さ
ん
は
平
成
十
一
年
に
入
会
さ

れ
、
美
術
展
の
受
付
や
選
挙
の
実
施
に

は
、
期
日
前
投
票
所
の
立
会
人
事
務
に

就
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統
合
前
の
宇
奈
月

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
頃
よ

り
、
宇
奈
月
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
の
歓
迎

看
板
の
筆
耕
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

生
き
生
き
と
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く
、
就
業
を
さ
れ
な
が
ら
趣
味
を
活
か

し
て
社
会
活
動
も
さ
れ
て
お
り
、
他
会

員
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

付
議
議
案

議
案
第
一
号　
令
和
二
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

議
案
第
二
号　
令
和
二
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件

議
案
第
三
号　
令
和
三
年
度
事
業
計
画

承
認
の
件

議
案
第
四
号　
令
和
三
年
度
収
支
予
算

承
認
の
件

県
シ
連
合
会
「
優
良
会
員
」
表
彰

おめでとうございます。

優
良
会
員
表
彰

当センターに
て中谷理事長
が代理授与
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令
和
二
年
度

▼
第
六
回
（
三
月
二
十
二
日
）

審
議
事
項

①
新
入
会
員
四
名
の
承
認

②
令
和
二
年
度
補
正
予
算
（
案
）
の
承

認
③
令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
承

認
④
令
和
三
年
度
収
支
予
算
（
案
）
の
承

認
⑤
理
事
候
補
者
の
選
任
の
承
認

⑥
定
款
の
一
部
変
更
の
承
認

⑦
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
設
置

規
程
の
改
正
の
承
認

⑧
会
員
適
正
就
業
基
準
の
改
正
の
承
認

⑨
令
和
三
年
度
定
時
総
会
の
承
認

⑩
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
優
良
会
員
被
表
彰
候
補
者
の
内

申
の
承
認

⑪
事
務
局
次
長
の
承
認

報
告
事
項

①
事
業
実
績
報
告

②
経
過
報
告

③
行
事
予
定

④
事
故
発
生
状
況

⑤
シ
ル
バ
ー
保
険

令
和
三
年
度

▼
第
一
回
（
四
月
二
十
三
日
）

審
議
事
項

①
新
入
会
員
十
八
名
の
承
認

②
令
和
二
年
度
事
業
報
告
の
承
認

③
令
和
二
年
度
収
支
決
算
の
承
認

④
令
和
三
年
度
定
時
総
会
の
承
認

⑤
優
良
会
員
被
表
彰
者
の
承
認

⑥
社
団
法
人
Ｄ
＆
Ｏ（
役
員
賠
償
責
任
）

保
険
の
加
入
の
承
認

報
告
事
項

①
事
業
実
績
報
告

②
経
過
報
告

③
行
事
予
定

④
事
故
発
生
状
況

⑤
土
日
祝
祭
日
緊
急
連
絡
網

▼
第
二
回
（
五
月
二
十
五
日
）

審
議
事
項

①
新
入
会
員
十
名
の
承
認

②
理
事
専
門
部
会
担
当
理
事
の
選
定
の

承
認

▼
第
三
回
（
七
月
二
十
七
日
）

審
議
事
項

①
新
入
会
員
三
名
の
承
認

②
公
益
目
的
事
業
用
什
器
備
品
取
得
積

立
資
産
の
計
画
期
間
変
更
の
承
認

③
職
員
就
業
規
則
改
正
の
承
認

④
就
業
見
積
基
準
単
価
検
討
委
員
会
設

置
要
綱
の
制
定
の
承
認

⑤
シ
ル
バ
ー
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
承
認 

協
議
事
項 

　

未
就
業
会
員
の
年
会
費
の
免
除
に
つ

い
て

報
告
事
項

①
事
業
実
績
報
告

②
経
過
報
告

③
行
事
予
定

④
事
故
発
生
状
況

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

■
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

令
和
三
年
四
月
六
日

協
議
事
項

・
令
和
二
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

・
安
全
適
正
就
業
に
つ
い
て

・
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ

い
て

・
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

・
シ
ル
バ
ー
総
合
保
険
に
つ
い
て

　
（
賠
償
責
任
保
険　

傷
害
保
険
熱
中

症
見
舞
金
制
度
）

　

七
月
一
日
当
日
は
、
安
全
・
適
正
就

業
委
員
会
の
委
員
二
名
と
事
務
局
員
一

名
が
、
草
刈
作
業
及
び
剪
定
作
業
現
場

で
の
労
働
災
害
・
事
故
発
生
等
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

剪
定
作
業
で
は
、
脚
立
に
上
が
っ
て

の
作
業
に
よ
る
転
落
事
故
を
お
こ
さ
な

い
。
草
刈
作
業
で
は
、
草
刈
機
に
よ
る

飛
石
が
原
因
の
事
故
が
発
生
し
な
い
よ

う
防
護
対
策
等
を
実
施
す
る
よ
う
に
指

導
し
ま
し
た
。

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
る
の
で
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
涼
し
い
場
所
で
休
憩
を

取
っ
て
、
体
調
管
理
に
努
め
る
よ
う
声

掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
合

言
葉
に
会
員
一
人
ひ
と
り
の
安
全
就
業

に
対
す
る
自
己
啓
発
・
安
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

「
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施

を
実
施
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市
へ
の
支
援
要
望

市
へ
の
支
援
要
望

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場

補
助
業
務
に
就
業

補
助
業
務
に
就
業

　

七
月
十
五
日
（
木
）
に
大
野
黒
部
市

長
へ
中
谷
理
事
長
、上
野
副
理
事
長
が
、

『
超
高
齢
社
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援

要
望
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活

に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
高
年
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
、
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康

の
保
持
増
進
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会
の

活
性
化
な
ど
に
貢
献
し
、
就
業
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
、
共
に
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
か
ら
の
事
業
発
注
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

令和３年度
高齢者活躍人材確保育成事業

新型コロナウイルスワクチン集団接種 
会場にて検温業務

クリーンスタッフ講習
開催地 実　　施　　日 定員 会　　　場
魚津市 ９月９日（木）・10日（金） 10名 魚津市シルバー人材センター

受付期間　８月19日（木）～９月２日（木）

雪吊り・雪囲いスタッフ講習
開催地 実　　施　　日 定員 会　　　場
黒部市 10月21日（木）・22日（金） 10名 宮野運動公園

受付期間　９月29日（水）～10月13日（水）

クリーンスタッフ講習
開催地 実　　施　　日 定員 会　　　場
入善町 10月27日（水）・28日（木） 10名 入善まちなか交流施設うるおい館

受付期間　10月６日（水）～10月20日（水）

家事支援スタッフ講習
開催地 実　　施　　日 定員 会　　　場
黒部市 11月11日（木）・12日（金） 10名 前沢公民館

受付期間　10月19日（火）～11月２日（火）

刈払機作業スタッフ講習
開催地 実　　施　　日 定員 会　　　場
黒部市 11月19日（金） 15名 宮野運動公園管理事務所

受付期間　10月27日（水）～11月10日（水）
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『
や
わ
や
わ
運
転
自
主
宣
言
』
の
取
り
組
み

『
や
わ
や
わ
運
転
自
主
宣
言
』
の
取
り
組
み

『
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
』

　

や
わ
や
わ
運
転
と
は
、
運
転
を
継
続
す
る
高
齢
者
が
、
加
齢
に
伴

う
身
体
機
能
の
変
化
を
正
し
く
自
覚
し
て
、
運
転
時
間
・
エ
リ
ア
等

を
選
択
す
る
「
や
わ
や
わ
運
転
」
を
自
主
的
に
宣
言
し
、
安
全
運
転

を
続
け
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

　

危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
運
転
す
る
時
間
や
場
所
を
選
択
し
た

り
、
運
転
能
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
心
身
及
び
環
境
を
整
え

た
り
し
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

令
和
三
年
六
月
九
日
（
水
）、
黒
部
警
察
署
青
野
秀
夫
署
長
よ
り
、

シ
ル
バ
ー
会
員
を
代
表
し
て
、
中
谷
三
嗣
理
事
長
が
、「
や
わ
や
わ

運
転
自
主
宣
言
証
」
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

『
で
き
る
こ
と
か
ら
　
安
全
宣
言
！
』

事
務
局
職
員
の
異
動

◆
職
員
の
採
用

　

令
和
三
年
四
月
一
日
付

　

山
本
稔
浩
（
事
務
局
次
長
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

令
和
三
年
三
月
末
で
定
年
退
職
し
、

四
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
山
本
稔
浩

（
ト
シ
ヒ
ロ
）
で
す
。

　

子
供
が
小
さ
い
頃
は
、
キ
ャ
ン
プ
が

趣
味
で
毎
年
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
、
車
で
全
国
各
地
を
旅
行
す
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、

日
々
鋭
意
努
力
し
ま
す
の
で
ご
指
導
の

ほ
ど
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
職
員
の
退
職

　

令
和
三
年
四
月
三
十
日
付

　

能
島　

修

長
ら
く
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

会 員 数
（R３年７月15日現在）

男 192

女 83

計 275

人

　

会
費
は
、
四
、五
、六
月
の
配
分
金
か

ら
天
引
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

三
カ
月
の
間
に
就
業
機
会
が
無
く
天
引

き
で
き
な
か
っ
た
会
員
さ
ん
、
派
遣
で

就
業
さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
は
、
事
務

局
窓
口
で
、
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
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黒 部 市シルバー人材センタ
ー

全国統一スローガン全国統一スローガン

富 山 県 ス ロ ー ガ ン富 山 県 ス ロ ー ガ ン

『いつまでも　働く喜び　無事故から』『いつまでも　働く喜び　無事故から』

『『慣れた仕事に　ひそむ危険　守る基本に事故は無し慣れた仕事に　ひそむ危険　守る基本に事故は無し』』

熱中症予防のために
● こまめに水分・塩分を補給する
● 休憩は風通しのよい涼しい場所に移動する
● できるだけ涼しい服装で仕事をする

熱中症が疑われる人を見かけたら
● エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場所へ移動させる
● 衣服をゆるめ、からだを冷やす
● 水分・塩分、スポーツ飲料などを補給する

自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう！自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう！

警報警報

熱
中
症
見
舞
金
制
度

　
会
員
が
、
業
務
の
就
業
中
や
就
業
場
所

へ
の
行
き
帰
り
に
お
い
て
、
熱
中
症
に
よ

り
入
通
院
し
た
場
合
、
見
舞
金
を
お
支
払

い
す
る
制
度
で
す
。

入
院
見
舞
金

〈
二
泊
三
日
以
上
〉�

五
万
円

〈
一
泊
二
日
〉�

三
万
円

〈
通
院
加
療
見
舞
金
〉�五
千
円

事故発生状況
（令和２年12月〜令和３年６月）

毎年、草刈作業中の飛び石事故が多発しています。今年の安全就業パトロール
時にも指導しましたように、防護ネットの設置等、安全対策に努めましょう。

月 状　　　　　況

３
傷害事故

剪定廃材をトラックに積み込み作業中、枝が跳ねて眼に
当たり、市内眼科で受診

傷害事故
脚立に上がって庭木を剪定しようとしたところ、バラン
スを崩して転倒落下し、市民病院に入院

５ 車輌事故
庭木の剪定後、庭木の剪定枝を処理するためトラック荷
台のアオリ（バッタリ）を下げてバックさせた時、立ち
上がり水栓にアオリが接触してしまい損傷

６

物損事故
駐車場の草刈作業中、小石が飛散し隣接する市道を走行
する車のフロントガラスを損傷

物損事故
住宅敷地の草刈作業中、小石が飛散し隣接する住宅のサ
ンルームのガラスと外壁の鋼板を数カ所損傷

車輌事故
樹木剪定廃材を運搬中、軽四トラック荷台の樹木廃材の
上に載せていた乗降用ステップが落下し、後を走行する
車のフロントバンパーに当たり損傷

車輌事故
樹木薬剤散布を終え、軽四トラックをバックさせ道路に
出ようとした時、道路に停車中の車のドアに接触し損傷

計
車輌事故３件（前年度０件）　　物損事故２件（前年度５件）
傷害事故２件（前年度０件）　　熱 中 症０件（前年度０件）

注意！注意！

令和３年
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七
月
三
日
は
『
な
み
だ
の
日
』
泣
く

　

七
月
三
日
は
『
な
み
だ
の
日
』
泣
く

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
リ

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
な
い
と
、
泣
い
た
り

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
な
い
と
、
泣
い
た
り

笑
っ
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

笑
っ
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

　

涙
に
は
目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
り
、
タ

　

涙
に
は
目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
り
、
タ

マ
ネ
ギ
を
切
っ
た
時
に
流
す
目
を
守
る

マ
ネ
ギ
を
切
っ
た
時
に
流
す
目
を
守
る

涙
（
反
射
性
）
と
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

涙
（
反
射
性
）
と
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

時
に
出
る
涙
（
情
動
性
）
の
二
種
類
が

時
に
出
る
涙
（
情
動
性
）
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
情
動
性
の
涙
は
感
情
の
揺

あ
り
ま
す
。
情
動
性
の
涙
は
感
情
の
揺

れ
で
出
る
。
こ
の
揺
れ
が
脳
を
刺
激
す

れ
で
出
る
。
こ
の
揺
れ
が
脳
を
刺
激
す

る
の
で
目
に
も
い
い
そ
う
で
す
。

る
の
で
目
に
も
い
い
そ
う
で
す
。

　

目
は
脳
と
直
結
し
て
い
る
の
で
。

　

目
は
脳
と
直
結
し
て
い
る
の
で
。

　

笑
い
も
ス
ト
レ
ス
解
消
の
特
効
薬
。

　

笑
い
も
ス
ト
レ
ス
解
消
の
特
効
薬
。

　
♫
　
♫
泣
き
な
さ
い
。
笑
い
な
さ
い

泣
き
な
さ
い
。
笑
い
な
さ
い
♫♫
とと

沖
縄
の
う
た
の
歌
詞
に
も
あ
り
ま
す

沖
縄
の
う
た
の
歌
詞
に
も
あ
り
ま
す

が
。
が
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
多
く
の
犠
牲

　

コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
多
く
の
犠
牲

と
、
今
ま
で
通
り
の
日
常
生
活
社
会
が

と
、
今
ま
で
通
り
の
日
常
生
活
社
会
が

取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

泣
い
て
、
笑
っ
て
、
心
豊
か
に
元
気

　

泣
い
て
、
笑
っ
て
、
心
豊
か
に
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。��

（
Ｎ
・
Ｋ
）

（
Ｎ
・
Ｋ
）

◇
会
報
編
集
委
員
会

◇
会
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

中
谷
三
嗣

　

委
員
長　

中
谷
三
嗣

副
委
員
長　

中
村　

勇

副
委
員
長　

中
村　

勇

委　
　

員　

辰　

忠
司　

村
井
洋
子

委　
　

員　

辰　

忠
司　

村
井
洋
子

　
　
　
　
　

栗
林
典
子　

中
島
健
三

　
　
　
　
　

栗
林
典
子　

中
島
健
三

　
　
　
　
　

瀧
林
寛
章　

鷹
田
忠
志

　
　
　
　
　

瀧
林
寛
章　

鷹
田
忠
志

　
　
　
　
　

経
塚
清
美

　
　
　
　
　

経
塚
清
美

あ 

と 

が 

き

会
員
に
よ
る

一
人
一
会
員
入
会
運
動

月
に
一
度
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

　

新
た
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、
紹
介

者
（
シ
ル
バ
ー
会
員
）
の
方
へ
、
褒
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

　
「
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
未
経
験
の
分
野
に
も
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

希
望
職
種
の
見
直
し
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
職
員
と
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

就
業
機
会
の
少
な
い
会
員
の
皆
さ
ん
へ

お�

く�

や�

み

木
下　

周
子
様
（
田
家
）

令
和
三
年
五
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

生　

地　

川
端　

数
好　

浅
野　

明
子

石　

田　

谷
村　

光
男　

飛
弾　
　

稔

　
　
　
　

平
田　

信
義　

能
登　

忠
重

田　

家　

魚
岸　

純
子

村　

椿　

能
島　
　

修

大
布
施　

浦
田　

行
治　

河
村　

真
理

三
日
市　

村
田　

重
光　

若
田　
　

勇

前　

沢　

吉
崎　

和
義　

中
西
由
美
子

荻　

生　

晴
柀　
　

博

東
布
施　

澤
田　

初
美

宇
奈
月　

佐
々
木　

学　

菊
池
チ
エ
子

　
　
　
　

野
呂
恵
美
子　

八
木
ア
ツ
ミ

　
　
　
　

佐
藤　

久
子　

柳
橋　

定
之

　
　
　
　

若
林　

裕
子　

内
呂
百
合
子

　
　
　
　

内
呂　

弘
司　

清
水　

晴
乃

　
　
　
　

川
口
ふ
じ
子　

佐
々
木
禮
子

　
　
　
　

清
水　

雪
子　

松
倉　

洋
子

　
　
　
　

佐
々
木
恵
美
子　

川
見　
　

弘

　
　
　
　

利
根
川
ひ
ろ
子　

松
本
麻
利
子

新
入
会
員
の
紹
介

（
Ｒ
２
年
12
月
～
Ｒ
３
年
７
月
）

　

７
月
分
▼
８
月
20
日

　

８
月
分
▼
９
月
17
日

　

９
月
分
▼
10
月
20
日

　

10
月
分
▼
11
月
19
日

　

11
月
分
▼
12
月
20
日

　

12
月
分
▼
１
月
20
日

●
配
分
金
の
支
払
日

◆
入
会
説
明
会

　

友
人
・
知
人
へ
の
口
コ
ミ
勧
誘
等
で

働
く
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

開
催
日　
毎
月
第
二
火
曜
日

　

時
　
間　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　

場
　
所　

 

黒
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
研
修
室

◆
九
月
以
降
の
開
催
予
定
日

　
　
　

九
月
十
四
日　
　

十
月
十
二
日

　
　

十
一
月　

九
日　

十
二
月
十
四
日

　
　
　

一
月
十
一
日　
　

二
月　

八
日

　
　
　

三
月　

八
日

※ 

当
日
都
合
で
出
席
で
き
な
い
時
は
、

臨
時
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

会
員
募
集
に
ご
協
力
を
！

　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
配
分
金
明

細
書
は
、
事
務
局
窓
口
で
直
接
手
渡
し

し
て
お
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
就
業
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し
て
い

る
会
員
に
つ
い
て
情
報
提
供
願
い
ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

会
報
編
集
委
員
会
よ
り

会
報
編
集
委
員
会
よ
り

除
草
作
業

草
刈
作
業
（
機
械
刈
り
）

剪
定
作
業

　

 　

お
気
軽
に
お
声
掛
け
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

求
む
！ 

就
業
会
員
さ
ん


